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前記(1),(2)に関しては，日本国内に合計 12

箇所の計測器を，タイ，マレーショア，シン
ガポールに合計 4 箇所の設置を行い，データ
収集と解析を行うシステムを構築しており
極めて順調に研究が進んでいる。 

１．研究計画の概要 
エネルギー・環境問題の顕在化により、電力
系統においては自然エネルギーが積極的に
導入されている。一方で，経済性、省エネル
ギー性、環境保全性を確保しつつ、信頼性、
安定性を保証し、安全・安心を担保すること
が重要な課題となっている。本研究では、こ
れまでの実績を踏まえて、位相計測装置規格
の世界標準に適合し、かつ電力品質の評価指
標に適合しうる自律分散小型の電力系統動
特性監視システムの構築、実システムを対象
とした具体的な計測・演算機能の構築、電力
品質の監視など応用技術の開発を目指すと
共に情報発信機能を開発する。同時に自然エ
ネルギーや自家用発電機を含む地域電力系
統への監視技術の適用をはかる。具体的には
以下の各研究項目を計画する。 

 (3)については，小規模システムを対象に，
電力動揺モデル構成時において，電圧位相情
報に加えて新たに電圧情報を利用すること
で，これまで課題となっていた発電機の磁束
に関する状態が不安定化する状態を防止し
つつ，支配動揺モードを安定化できる方法を
検討した。 
 (4)に関しては，周波数変化による事故検出
法として，周波数変動データに標準偏差を用
いる手法を提案し，実測データにおいてその
精度を検証した。また，位相差，周波数変動
の振る舞いから，外乱の種別，発生地点の特
定などに関する解析法を提案，実測データに
おいてその有効性を検証した。 

 
(1) GPS 時刻同期型位相計測装置（PMU）を用
いた分散型電力系統動特性監視システムを
構築する。 

 (5)に関しては，膨大なデータから電力系統
における各種データ解析に有用なデータを
抽出する手法について検討し，一つの抽出手
法を確立した。また，その成果に基づき，電
圧フェーザ量情報提供システムの基本コン
セプトについて検討を行い，プロトタイプを
構築した。 

(2) 日本国内における自律監視システムの構
築と東南アジア諸国でのシステム展開を図
る。 
(3) 解析結果を用いた系統安定化制御を構築
する。 

 (6)に関しては，周波数偏差－地点間位相差
の平面上に計測結果を単純にプロットした
場合，その分布に負荷変動への依存性が見ら
れること，また，地点間の電気的距離によっ
て分布の様子が大きく異なることを確かめ
ることができた。 

(4) 系統擾乱などイベント発生をトリガにし
た詳細な系統解析システムを構築する。 
(5) データサーバを構築し，データ管理，解
析可視化，分析支援を行う。 
(6) 電力品質（周波数）の監視を行う。 
(7) 需要家側の電力流通状態の監視を行う。 

 (7)に関しては，多地点コンセント電圧計測
による建物内の電力潮流計測手法を確立し，
建物内の電力を詳細に計測できるようにな

(8) マイクログリッド，スマートグリッドへ
の展開を図る。 
２．研究の進捗状況 



った。 
 (8)に関しては，最終年度に研究の総括とし
て，将来の電力系統での応用を睨み詳細に検
討を進めていく計画である。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
その理由は以下の通りである。 

既に説明したように，イベントトリガの機能
や，安定化制御系を自動調整する機能を開発
しつつ，系統監視を行う機器の設置箇所とし
て，国内の全ての電力会社の領域をカバーし，
各系統の特性や実情に合わせた解析を行え
る体勢を整えた。また，提案システムの実証
フィールドとして近年電力需要の伸びが堅
調に推移している東南アジア各国をターゲ
ットとしてシステムの拡張を進め，こちらも
順調に展開が図られている。将来構想として，
マイクログリッドやスマートグリッドを支
えるための技術としてのシステム構成や効
果をこれから提唱していくことにより，当初
予定以上の成果のとりまとめを狙っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) ノイズ対策などにより高精度化，高信頼
化を図り，大規模系統を対象としたイベント
トリガ機能の充実，自立型系統安定化設計手
法の構築を進め，自律分散型電気エネルギー
流通監視システムの完成を図る。 
(2) データベースの分散処理技術についての
検討によりシステムの各種機能の充実化を
図り，研究の外部発信や参加者を募集し，こ
れまでに構築した電力系統動特性監視シス
テムによって収集されるデータの有効利用
を促進していく。 
(3)マイクログリッドやスマートグリッドを
支えるための技術開発を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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